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【要約】

中山間地域における夏秋なす栽培は、標高が高いため、４～５月の気温が平坦部より低

く、定植後の草勢確保が課題であった。定植時に不織布トンネル被覆を行い、適切な換気

を実施したところ、定植時期の前進化が図られた。また、定植後の草勢が良好となり、出

荷開始期が前進化し、初期収量が増加した。

１ はじめに

豊田加茂地域の中でも、標高の高い松平、下山、足助地域の夏秋ナスは、４～５月の

気温が低く、平坦部より遅い５月10日以降の定植である。農業改良普及課は、定植時に

肥料袋を利用した風よけの設置を推奨しているが、定植後の生育は緩慢で、草勢が弱く、

出荷開始時期も遅れていた。

そこで、定植時に不織布によるトンネル被覆処理を行い、生育促進と初期収量の向上

について検討を行った。

２ 不織布トンネル被覆の方法、効果の実証

不織布トンネル被覆と、慣行の肥料袋を利用した風よけとの草勢を比較した（表１）。

不織布トンネルは図１のように設置した。支柱にはトンネルイボ竹、又はダンポール

を利用し、被覆資材にはパオパオ90Tを使用する。定植予定日の１週間前からトンネル

被覆し、畝内の地温を高めておくとよい。

慣行の肥料袋区は、肥料袋の上下を切り筒状にし、長さを半分にして株の周囲に３本

の支柱を立て被せた。

トンネル幅：120cm

畝幅：140～150cm

通路幅：
70～80cm

畝間：220cm

かん水チュー
ブが必要

畝面から50cmの
高さを確保

短めの仮支柱を使用

コの字の針金等を使用
し、被覆材を固定。
ただし、簡単に抜ける
様、工夫する。

支柱： トンネルイボ竹(１．５m間隔で設置）
又は ダンポール（長さ240cm：1m間隔で設置）
被覆材：パオパオ90T（幅240cm）

畝は黒マルチを使用

図１ 不織布トンネルの設置方法

表１　区の構成

区 被覆方法 定植日 被覆期間

不織布区 不織布トンネル 平成24年5月9日 5月1日～5月25日

肥料袋区 肥料袋による風よけ 平成24年5月9日 5月9日～5月25日



定植は５月９日に行った。不織布トンネルの設置により、日中のトンネル内部の気温

は上昇した。夜間の気温は無処理とほぼ同等であった。

ナスの草勢は、不織布区は肥料袋区と比べ良好で、特にわき芽の動きが強いことが特

徴的であった（図２）。

３ 不織布トンネル処理の換気方法、馴化方法について

前述のように、不織布トンネルと肥料袋の風よけの比較では不織布トンネルの方が草勢

が良好であったものの、トンネル被覆内は午前中の気温上昇が早く、晴天日は換気をしな

いと40℃に達することが明らかとなった（図３）。

ナスは30℃以上の高温にあうと花の発育が悪くなり、着果せずに落花するものが多くな

る。そのため、保温期間中もできる限り30℃以上とならないよう換気を行う必要がある。

さらに、５月下旬頃にはトンネル上部に生長点が達するため被覆を外すことになるが、

中山間地では６月10日頃まで最低気温が15℃を下回る日も多く、被覆を外した時に急激に

気温が低下する。そのため被覆を外す予定日の約１週間前から、夜間も換気を継続する馴

化処理が必要であると考えられた。

不織布トンネル被覆をすると、

わき芽の動きが強い。

図２ 保温処理終了直後のナスの草勢比較（左：不織布区、右：肥料袋区）

図３ 換気無しの場合の温度変化（24年度）



そこで、平成25年度は、換気と馴化処理について表２に示すような管理方法をトンネル

被覆栽培を行う農家に示した。また、さらなる出荷開始時期の前進化を目的に慣行の肥料

袋を用いた栽培に比べ10日程度早く定植し、効果を確認した。

表２ 夏秋ナスにおける不織布トンネルの換気方法

その結果、図４のように、25年度はトンネル内部の気温が40℃まで上がることはなかっ

た。

表３に平成23年～25年の下山地区トンネル被覆実施農家の、全出荷量に対する６、７月

出荷割合を示した。トンネル被覆処理と適切な換気を実施したことで、高単価が見込まれ

る７月までの出荷割合が増加し、出荷の前進化が確認された。

表３ 全出荷量に対する６月、７月出荷量の割合（豊田市下山地区）

注）H25年度の定植期は23年、24年度に比べ10日程度早い4月28日。

時期

定植前
　　～５月１０日頃

５月１1日
　　～２４日頃

５月２５日以降

・日中の気温は25～30℃まで上昇
・朝９：００頃に外気温が22℃まで
　達する。

・朝７：３０～８：３０頃の外気温は
　２０～２２℃。

管理の目安

・定植前は完全に閉めきり、地温上昇を促す。
・定植直後は、閉め気味で管理。

・８：００～９：００頃にトンネル内部も３０℃を越す。
・９:００頃の気温を見て、風下側のすそ換気を行う。

・被覆を外す１週間前からは夜間も開けたままにする。

　※被覆を閉めるのは14:00～15:00。
　※晴天日が続いたり、日差しが強い場合は早い時間から気温が上昇しやすい。注意！！

外気温の目安

・日中の気温は20～25℃まで上昇

保温方法 換気 ６月 ７月

Ｈ２３ 肥料袋による風よけ － 0.45 17.9 100

Ｈ２４ 不織布トンネル なし 0.8 12.7 115

Ｈ２５ 不織布トンネル あり 1.8 22.1 152

管理方法 全出荷量に対する割合（％） （参考）Ｈ２３を１００とし
た時の

１０ａあたり出荷量（％）
年度

図４ 換気を行った場合の温度変化（25年度）



３ まとめ

（１）定植時に不織布トンネル被覆栽培を行うことで、中山間地域でも４月下旬定植が可

能となった。また収穫前の草勢も良好となり、出荷開始時期の前進化も見られた。

（２）トンネル被覆を行う場合は、天候に応じて換気を行う必要がある。また、被覆を外

す１週間前からの馴化（夜間も換気を続ける）処理も行う必要がある。

（３）不織布トンネル処理をすると、ナスの水分要求量が増えるため、かん水に留意する。

～農業に役立つ情報をお届けします！～

「ネット農業あいち」（http://www.pref.aichi.jp/nogyo-keiei/nogyo-aichi/index.html）
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